
　１年生から６年生合同で、インディアン水車公園に
行きました。川を遡上するサケを観察するためです。
今年は、ここ数年見てきた中で１番と言えるほどにた
くさんのサケがいました。子どもたちももちろん大喜
びです。
　川では、サケが上へ上へと登ろうとする姿を間近で
見ることができます。水車横に設置してある水槽で
は、顔の違いまでよく観察でき、子どもたちはサケの
大きさが様々なことや、体の傷、白カビが生えている
様子など、発見したことを教えてくれました。

　公民館に戻り、サケが海から川へ戻ってくるところ
から、生きもの同士のつながりについてお話を聞きま
した。
　「一番大事なことは、サケはまったく無駄にならな
いということ」と教わりました。サケはボロボロにな
りながらも卵を産み一生を終え、その後も他の生きも
のに食べられたり、体が分解されて森や川、そして海
の栄養になることで自然の役に立っています。
　生きもの、森、川、海の限りないつながりについて、
子どもたちは真剣に聞き入り、質問もたくさん出てい
ました。
　７月に豊浦の森で植樹をしたホウカ GO ！の子ど
もたち。森を守ることや自然の営みについて、実体験
を通じて考える機会になりました。

豊浦町　放課後子ども教室
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サケが遡上する貫気別川へ

無駄になることのないつながり

活動の様子はホウカ GO ！の SNS で随時ご報告
しています。ぜひご覧ください。
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